
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 

Ｎｏ.４６ 

２０２３年１１月１７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合 安全対策委員会 

ＪＲ連合安全対策委員会は、10 月 26 日、日本製鉄(株)東日本製鉄所鹿島地区を訪れ、

「第 16回業種間安全検討会」を開催した。当日は 14名の委員が出席し、東日本製鉄所鹿

島地区における労災事故防止の取り組みなどを学ぶとともに意見交換を行った。 

 「業種間安全検討会」は、ＪＲ以外の産業・企業における安全確立の取り組みを虚心坦

懐に学ぶ機会として開催しており、今回は日本の産業の安全衛生活動を常にリードし続け

てきた鉄鋼業界の取り組みを学ぶべく、日本基幹産業労働組合連合会・日本製鉄鹿島労働

組合にご協力いただいた。 

 冒頭、ＪＲ連合を代表して荻山市朗会長より「安全最

優先、安全確立が最重要課題と位置付け、すべてのＪＲ

関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロを掲げて取り組ん

でいる。我々働く者の安全を守ることがひいては鉄道全

体の安全確立につながると確信している。今日のこの機

会を我々の活動にも活かしていきたい」と挨拶。日本製

鉄鹿島労働組合の梅原清活副組合長からは「安全最優先

の考えはＪＲ連合と同じ。操業優先にならないよう、会

社とは緊張と信頼の関係性を保ちながら取り組みを進めている」とご挨拶いただいた。 

東日本製鉄所鹿島地区は、約 50年前に住友金属鹿島製鉄所として設立され、経営統合や

商号変更を経て現在に至っており、広大な敷地では協力会社を含め多くの人員が日々業務

に従事している。出席した委員は、安全の確立や労災事故防止に関して、東日本製鉄所労

働・購買部の簗瀬剛部長代理にご説明いただき、管理者と現場との間での情報共有のあり

方や関係会社との間で安全に対する意識や情報を共有する直協連携の考え、定期的なルー

ルの見直しによる実効性の確保、対話の時間創出に向けた会議体の見直しなど会社の様々

な取り組みを知ることができた。その後、高炉や熱延の工程を視察し、改めて働く者の安

全を守る意義を確認するとともに、意見交換では、

労働組合としての安全へのチェック機能や人財確

保の課題にも触れ、有意義な機会となった。 

 ＪＲ連合は、安全対策委員会を中心に、安全の

取り組みを一層推進するとともに、今回の業種間

安全検討会で得られた知見を今後に活かしてい

く。 

労災事故防止に向けた取り組みや 

関係会社との協力について意見交換 
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